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2004年 帰国、 筑波大学入学
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育・ 自治体・ 少年院や大学と の共同研究・ モデル事業等
を担当。
文部科学省「 新し い時代の特別支援教育の在り 方に関す
る有識者会議」 委員、 通級ガイ ド 作成委員、 東京都生涯
学習審議会委員など。
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事業全体像



今日の流れ

１

２

イ ンク ルーシブな社会と は

イ ンク ルーシブ教育と は

３
イ ンク ルーシブな社会・ 教育
のためにでき るこ と



今から みなさ んに1 0 点渡し ます。

次から の質問に当てはまる場合は1
引いて、 当てはまら ない場合は1 を

足し ていっ てく ださ い。



今日の朝ごはんはパンだっ た。

練習



今日の朝ごはんはパンだっ た。

パンだっ た人は－１ で残り 9 点

パンじ ゃ なかっ た人は＋１ で残り
1 1 点

練習



1 問目

電車に乗ると き に一人でのるこ と が

でき なかっ た経験がある。



２ 問目

学校で授業を聞いている時

頭が？？？になっ た経験がある



３ 問目

お腹がすいているのに

ごはんが食べら れなかっ た経験がある



４ 問目

誰も 相談でき る人がいなかっ た

経験がある



５ 問目

学校に行き づら かっ た経験がある



６ 問目

家に帰るのがつら かっ た経験がある



７ 問目

肌の色や髪の毛を理由に

不必要な質問やコ メ ント をさ れたこ と
がある。



８ 問目

ト イ レに行き たいのに

行けなかっ た経験がある。



９ 問目

見た目でバカ にさ れたこ と がある。



1 0 問目

出身、 年齢、 性別、 障害、 家庭環境

などを理由に

不公平な対応や理不尽な対応をさ れた
こ と がある。



何点でし たか？



－が多い人は

なぜ－が多いのでし ょ う
か？



今の社会





＋が多い人＝特権者
（ p r iv i leg ed ）

たまたま生まれた環境や属性に
より 、 今の社会のままで恩恵を

受けている人。



＋が多い人（ 特権者） は、

－が多い人にと っ て生き づら い
社会であるこ と に

気が付き にく い。



イ ンク ルーシブ（ ＝包摂的） な

社会





イ ンク ルーシブ（ ＝包摂的） な

社会と は、

年齢、 性別、 人種、 障害、 経済状
況などによる差別・ 排除がなく

多様な人が生き やすい社会



• 障害のある人が困難さ を 感じ る理由は、 「 障害があ
るから 」 ではなく 、 社会がマジョ リ ティ 仕様につく
ら れており 、 マイ ノ リ ティ である障害のある人たち
が想定さ れていないから

• 障害のある人自身が今の社会に適応し ていく 考え方
も あるが、 社会の側がその人に合わせてアッ プデー
ト をし ていく こ と が必要。

• 他のマイ ノ リ ティ についても 同様。

社会はマジョ リ ティ 仕様に作ら れている



今日の流れ

１

２

イ ンク ルーシブな社会と は

イ ンク ルーシブ教育と は
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イ ンク ルーシブな社会・ 教育
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１

２

教育から の排除をなく す

共に過ごす×共に学ぶ

３ 「 多様性」 は障害だけではない

イ ンク ルーシブ教育と は



全て の子ど も はひと し く
教育を 受け る 権利があ る 。

そ れは「 条件付き 」 の権利で はな い。
そ こ から 排除さ れる

＝エ ク ス ク ルージ ョ ン

１ 教育から の排除をなく す



（ 診断と し ての） 「 障害」 ≠「 困難さ 」
個が有する障害特性そのも のが困難さ の原因ではなく 、 個と
環境と の相互作用により 困難さ が生じ る。

環境次第で困難さ は軽減でき る！



学校から の物理的な排除
教育を 受ける権利が保障さ れていない状態

エク スク ルージョ ン



どの子ども であっ ても 等し く
教育を受ける権利が保障さ れている

イ ンク ルーシブ教育



１教育から の排除をなく すための施策

1 9 4 7 年

教育基本法

1 9 4 7 年

日本国憲法

1 9 7 9 年

養護学校

義務制

2 0 0 7 年

特別支援教育

2 0 1 4 年

障害者

権利条約

2 0 1 6 年

障害者

差別解消法



２ 「 共に過ごす」 と 「 学びへのアク セス」

Dさ んは6年生。 支援学級に在籍し ながら 、 たまに通
常の学級に交流し ています。 通常学級にいる時、 授
業の様子が全然わから ないので、 おと なし く 座っ て
消し ゴムいじ り を し ています。

何が問題？



ど ち ら かで はな く 両方！

共に
過ごす

必要な
学びへ

アク セスする



共生社会の形成

共 に 学 ぶ こ と を
最 大 限 追 求

人 間 の 多 様 性 等
の 強 化

最 大 限 度 の 発 達 と
自 由 な 社 会 参 加

具 体 的 な 施 策

就 学 先 決 定 は

本 人 ・ 保 護 者 の

意 向 を 尊 重

個 々 の ニ ー ズ に

合 わ せ て 多 様 な

学 び の 場 を 用 意

基 礎 的 環 境 整 備

合 理 的 配 慮 の

提 供

教 員 の

専 門 性 向 上

平成24年7月23日
文部科学省 特別支援教育の在り 方に関する特別委員会



障 害 者 差 別 解 消 法 （ 2 0 1 6 施 行 ）

す べ て の 国 民 が 障 害 の 有 無 に よ っ て
分 け 隔 て ら れ る こ と な く 、

相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら
共 生 す る 社 会 の 実 現

障 害 者 差 別 解 消 法 の 目 的

※ 国 の 行 政 機 関 ・ 地 方 公 共 団 体 等 は 両 方 法 的 義 務
※ 民 間 事 業 者 は 不 当 な 差 別 的 取 り 扱 い は 法 的 義 務 、 合 理 的 配 慮 に つ い て は 努 力 義 務

障 害 は 個 と 環 境 の
相 互 作 用 に

（ 社 会 モ デ ル ）
不当な 差別的

取り 扱い の禁止

合理的配慮の

不提供禁止



土台には「 人権」
一人ひと り の学ぶ権利を 保障

全ての人の人権

子ども の人権

「 障害」 のある子ども の人権



合理的配慮は合意形成のプロセス

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai/kihonhoushin/honbun.html

※原語はReasonable accommodation. Accommodationは「便宜をはかる」「調整する」

①本人の
意志表明

必 要 な 配 慮 を 伝 え る ・ 提 案 す る

②合意形成
ど ん な 場 面 で ど ん な 配 慮 が 必 要 か 。 「 過 度
な 負 担 」 で は な い か 。 過 度 な 負 担 の 場 合 、
代 わ り に ど の よ う な 配 慮 が 可 能 か 。

③実施・ 評価
改善

実 際 に 実 施 し た 上 で そ の 配 慮 が
適 切 だ っ た か 評 価 を し 、
計 画 を 見 直 す

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai/kihonhoushin/honbun.html


３ 対象は「 障害」 だけではない

https://www.joicfp.or.jp/jpn/2019/12/19/44893/

https://www.joicfp.or.jp/jpn/2019/12/19/44893/


上場企業の女性役員

7 ％

女性管理職

1 1 . 8 ％

・平成30年度雇用均等基本調査
・https://news.yahoo.co.jp/articles/80fb030795d1c7a8056765c8adf824ee7efd3886
・http://www.gender.go.jp/policy/seijibunya/pdf/pamphlet.pdf

女性の衆議院議員

9 . 9 %

43

https://news.yahoo.co.jp/articles/80fb030795d1c7a8056765c8adf824ee7efd3886
http://www.gender.go.jp/policy/seijibunya/pdf/pamphlet.pdf


働いていない障害のある方

３%
214/6855（万人）※１

85%
302/355（万人）※２

※１ 労働力調査（ 詳細集計） 2020年（ 令和2年） 4～6月期平均結果のう ち 、 労働力
人口を 未就業者で割っ た%

https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/4hanki/dt/index.html
※２ 労働可能人口（18歳～65歳の在宅者）から障害者雇用の実数を引いた数を労働可能人口
で割った％
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11601000-Shokugyouanteikyoku-
Soumuka/0000178930.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11704000/000533049.pdf
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https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/4hanki/dt/index.html
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11601000-Shokugyouanteikyoku-
https://www.mhlw.go.jp/content/11704000/000533049.pdf


職場における
カ ミ ングアウト
5 . 9 % （ ゲイ ）

職場で冗談やから かい

2 4 . 8 ％
（ ト ラ ンスジェ ンダー）

令和元年度職場におけるダイバーシティ推進事業について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_ roudou/koyoukintou/00000881
94_ 00001.html

職場で困り ごと
ト ラ ンスジェ ンダー

5 4 . 5 %
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/00000881


私たちは小さ いこ ろ から
メ ディ ア・ 学校教育・ 家庭において

様々なバイ アスに
さ ら さ れている。

誰も が染みついている。

46



・ バイ アス
「 障害者は能力が低い」
・ 「 女はこ う あるべき 」
・ 「 男はこ う あるべき 」

経営者

政治家

官僚

広告制作者

親

障害者は能力が低い
でき ないこ と ばかり だ

バイ アスの
再生産

教師

今の社会のままでいい

マジョ リ ティ にと っ て都合の良い社会のまま

マジョ リ ティ



国会のバリ アフ リ ー化

48
https://www.asahi.com/articles/ASM7X3G35M7XUTFK001.html

https://www.asahi.com/articles/ASM7X3G35M7XUTFK001.html


隠れたカ リ キュ ラ ム

人権感覚の育成には、 いわゆる「 隠れたカ リ キュ
ラ ム」 が重要である。

「 隠れたカ リ キュ ラ ム」 と は、 「 教育する側が意
図する、 し ないに関わら ず、 学校生活を 営むなか
で、 児童生徒自ら が学びと っ ていく 全ての事柄」
を指す。 学校・ 学級の「 隠れたカ リ キュ ラ ム」 を
構成するのは、 それら の場の在り 方であり 、 雰囲
気と いっ たも のである。

文部科学省 人権教育の指導方法等の在り方について
第1章第1節 3人権感覚の育成を目指す取組
https://www.mext.go.jp/a_ menu/shotou/seitoshidou/jinken/06
082102/004.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/jinken/06


隠れたカ リ キュ ラ ムの例

・ 「 そんなに宿題忘れるばかり だっ たら ひまわり

学級に行き なさ い！」

・ 家庭科の時間、 女子は複雑な工程の料理、 男子

は簡単な工程の料理

・ テスト で点数が低い人は掃除を 人より 多く やる

・ 先生同士がお互いのちがいを認めていない
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イ ンク ルーシブ教育のためにでき るこ と （ 案）

①学校自体を教師の人権が保障さ れる職場へ
②イ ンク ルーシブな社会・ 教育について管理職

を 中心に共通理解
③管理職や教師自身が様々な世界を知る機会の

設定、 自ら のバイ アスに気づく 機会設定
④学内・ 学級内の隠れたカ リ キュ ラ ムに自覚的

になり 修正する機会の設定
⑤ちがいを 前提と し た学校・ 学級・ 授業づく り が

でき る仕組みづく り
⑥特別支援学級・ 通級による指導の質の向上のた

めの仕組みづく り



当たり 前を疑い、 ちがいを楽し む



多 様 性 を 前 提 と し た
ユ ニ バ ー サ ル な 学 級 ・ 授 業 づ く り

学 級 づ く り の 工 夫

場の構造化

刺激量の調整

ルー ルの明確化

ク ラ ス 内の

相互理解の工夫

授 業 づ く り の 工 夫

時間の構造化

情報伝達の工夫

参加の促進

内容の構造化



相 互 理 解 の 文 化
学 級 づ く り の 工 夫



自 分 に 合 っ て い る 学 び 方 を 選 択

書 い て 覚 え る

ロ ー プ レ

写 真 と
結 び つ け て

参 加 の 促 進
授 業 づ く り の 工 夫

歌 で 覚 え る





参考書籍


